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というものに取り組んでいます。カード会社自身が狙

われたり、消費者金融会社が、ある意味で、テロ資

金の資金源として狙われるということもあり得なくは

ないだろうなと思います。

そういう意味で、今日は、サイバーセキュリティと

いうことについて、実際どんなことが起こっているの

か、それに対してどういう対策が必要なのかというの

を、最新のトレンドに基づいて守井さんにご解説をい

ただこうと思います。

特に、今回は、後半になるかと思いますけれども、

実際にホワイトハッキング等を疑似的にデモしていた

だくということもありまして、もしご希望であれば、皆

さんのサイトをちょっと行ってみるというようなことも

できるというお話も伺っております。もちろん、入っ

ても犯罪にならないような、ちょっと、寸止めと言っ

たらいいでしょうか、そういう形でやることになろうか

と思いますけれども、そういう新しい試みもちょっと

紹介させていただきたいと思います。

それでは、前置きが長くなりましたけれども、途中

休憩を挟んで、守井様、よろしくお願いいたします。

守井　キリンです。……すいません、スベったんで、

次、行きますね。

どうも、ホワイトハッカーでーす。だいぶノリ軽い

んですけど、なんかセキュリティってだいぶ取っつき

にくかったりとか堅いイメージがあって、わざと軟らか

くしてます。なので、ほんとはこうじゃないです、て

いう……だいぶスベりましたね（笑）。

今日、60分、紙で用意してきた資料のご説明をさ

せていただくのと、後半、質疑応答を絡めての 60分

ですけど、用意してきたものがいくつかあるんですね。

実在しているサイトです。通信法上、ぎりぎりのハッ

キングをお見せしたいと思います。用意してきたもの

だから、「そら、できるやん」ということで、面白くな

いと思うので、皆さん、ここやってよ、あれやってよ、

というのをぎりぎりのとこまでやるんで、言うていただ

ければ……あ、だめですか？一応ホワイトハッカーな

んですけど攻撃得意という、ちょっと変わったやつで

す。頭おかしいです、すいませんです……ということ

で、じゃ、早速始めさせていただければと思います。
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今日のセミナーなんですけど、「アホモード」でお届

けしたいと思いまーす。もうスベりましたね（笑）。

司会（浅見淳）　それでは、金融システム研究会と消

費者信用研究会の合同セミナーを開催いたします。

私は、進行役の「月刊消費者信用」の編集長の浅

見でございます。よろしくお願いいたします。

本日は、株式会社ロードマップの取締役で、最高

情報セキュリティ責任者でいらっしゃいます守井浩司

様を講師にお招きしまして、「デジタル時代の金融機

関におけるサイバーセキュリティ」というテーマでご講

演をお願いしております。

講師から詳しいご説明があるとは思いますけれど

も、株式会社ロードマップさんは、ウェブビジネスに

対してマーケティング、セキュリティ、クリエイティブ

の 3つのアプローチ、それからいろんなソリューショ

ンを提供されていらっしゃる会社で、最初は、ウェブ

検索で自分の会社の名前が出るようにする SEO対策

という、マーケティング分野のソリューションを提供

されていたのですが、そういう守りの部分もというこ

とで、セキュリティに関するソリューションも提供され

るようになりまして、わかりやすい例ですと、攻撃型

ウェブ対策の訓練とか、そんなこともなさっています

し、あとウェブアプリケーション診断ということで、こ

れは実際にウェブに技術的にサイバー攻撃をかけて

みて、それで脆弱性がわかる、それを探ってその対

策を進言するというような、そういうサービスもなさっ

ていまして、そういう新しい目的でハッキングを行う

エンジニアの方を、いわゆるホワイトハッカーという

ふうに呼ばれているわけで、今日お招きした守井さん

は、そのホワイトハッカーとして日本の三本指に入る

という有数の方でいらっしゃいます。

ホワイトハッカーの存在というか、サイバーリスク

については、先般のコインチェックからの仮想通貨の

流出事故を通じてだいぶ認識が高まりました。その

なかで、流出した仮想通貨を追跡するためにホワイト

ハッカーが活躍したということもあって、ホワイトハッ

カーの存在自体もだいぶ広く認知されているのかなと

思います。

銀行のシステムというのは非常に堅牢ですから、日

本ではそういう事例はないでしょうけれども、実際、

預金から不正送金が行われるという事例はあるのだと

思います。銀行がハッキングだなんてことで検索して

みますと、世界中では、いろんな銀行からやっぱり預

金が流出したみたいなニュースに接することができる

わけで、そういう意味では、銀行にとってもこういう

サイバー攻撃というのは他人事ではないだろうという

ふうに思います。

消費者信用業界においても、今、セキュリティ対策
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Slide 3　自己紹介

「デブ界では細いほう」ということで、自己紹介をさ

せていただきます。16年前は今の体重の半分でした。

ということで、今 108キロですということで、ブタブ

タでーす。

Slide 4

当社は、セキュリティ診断、対策、フォレンジック、

あと SOC部隊を持ってまして、24時間 365日体制

でやらしていただいてます、というところと、国と連

携してホワイトハッカーの育成というのをやらしてい

ただいております。
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Slide 5

本拠地は東京の池袋。修羅の街ですね。東京で起

こる犯罪はすべて池袋からと言われているような、修

羅の街です。
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私、守井浩司と申します。
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Slide 7

軽く自己紹介なんですけど、京都出身です。104

キロと書いてあるんですけど、これ、昨日のデータで

す。今日、108キロでした。ニコニコ動画風で言うと、

太り手です。ということで、36歳でアニヲタです。も

うすぐ 7月が来るんで 37になってしまいます。さす

がに 2徹きついです。後継者育成して後ろに引っ込

みたいです。

ということで、今、現役でセキュリティエンジニア

ということで、現場でも、会社でもなんですけど、診

断と対策、フォレンジックということも直接やらしてい

ただいてますよということと、最近はもう育成ばっかり

です。で、やらしていただいてたりとか、セミナーで、

あんまりべしゃりうまくないですけども、しゃべらせて

いただいたりとかというのもさしていただいてますよと

いうことで、一応、ホワイトハッカー名乗らしていた

だいてるんですけども、攻撃が超得意というというふ

うに……日本ではほとんどいないんですね、攻撃得

意なホワイトハッカーって。むしろ、ホワイトハッカー

さん、攻撃知らないぐらいなんで。でも、攻撃得意で

すよという、ちょっと頭のおかしい人間ですということ

で、攻撃ができるからこその手口で情報資産をお守り

するよ、というところが売り文句です。

Slide 8　講演内容

というところで、今日の講演内容です。このスライド、

エヴァ風なんですけど、これ全部手づくりですというこ

とで、べつにエヴァが好きじゃないんだから、という

ことなんですけども、あといくつか持ってます。ルパ

ン風とかですね。どうでもよかったですね、次、行き

ます。


